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最近相次いで、日本人の海外就労の特集番組
を見た。オーストラリアやニュージーラン

ド、カナダなどに単身出向いて職に就く日本人の若
者が急増しているのである。
　農業、寿司職人、介護職など、職種は様々。ブルー
ベリーの摘み取りアルバイトが、折からの為替円安
もあって一日６時間労働で月収 50万円。シェアハ
ウスに泊まり込んで月20万円を貯金できるという。
中には介護職で月収 90 万円、貯金 50 万円という
人もいた。日本人が、海外旅行で物価の高さに悲鳴
を上げる一方で、海外で稼ぐことができれば逆にお
おいに蓄財できるようになったのである。多くは日
本での教師、自衛隊員、理学療法士など、安定した
職を捨ててきた若者たちである。その決断と行動力
には惜しみない拍手を送りたい。

しかしながら、日本経済というマクロ的な見
地からすると、これは由々しき事態である。

日本の貴重な若い労働力が国外に流出するため、
GDP ─すなわち国内での付加価値生産能力が低下
してしまうのである。
　思えば、日本の国際化は、企業の海外進出から始
まった。はじめは海外に拠点を設けて販路を拡大し、
モノの輸出という形で国富を蓄積した。その後、安
い労働力を求めて途上国への生産移管が進み、さら
には、成長する途上国市場に売り込むために、商品
開発や設計も現地化された。そしていま、企業の社
員だけではなく、一個人としての労働者も海外に活
躍の場を求める動きが広まってきた。日本の空洞化
が、さらに多面化したということである。

出稼ぎニッポン人と表裏一体の変化が、日本
に向かう外国人労働者の退潮である。ベト

ナム人を採用している日本企業からは、「かつて採
用面接に赴いたときは、3人の枠に大勢の応募者が

殺到したが、いまは全く集まらない」と聞いた。日
本での就労準備を支援する会社も「閑古鳥が鳴いて
いる」そうだ。現在外国人労働者に大きく依存して
いる日本企業では、先行きの労働力確保に強い危機
感を募らせている。
　かねてより、日本の外国人労働者の受け入れ態勢
を巡っては、技能実習生という微妙な立場や、福利
厚生面の待遇の違い、行政・病院などの多言語対応
の遅れ、外国人に対して閉鎖的なコミュニティなど、
生活環境にかかる制度・社会両面の問題が指摘され
てきた。それでも日本が魅力的であったのは、金銭
面のメリットにほかならなかった。それが、一時１
ドル 150 円という数字を目の当たりにして、これ
からという人たちが就労先を見直してしまったので
はないだろうか。

新型コロナを契機に、世界各国の労働需給は
一変し、欧米では賃金が大幅に上昇した。

これが、資源価格の上昇と同時進行したことで、数
十年来のインフレと金融引き締めをもたらした。そ
の影響は、日本にも為替円安と物価上昇という形で
波及している。
　世界中の人材獲得競争が激化する中で、果たして
日本は、低賃金を続けたままで働き手を確保できる
のだろうか。外国人労働者の受け入れ態勢面でも、
根本的な意識改革が必要ではないだろうか。さもな
いと、企業の事業活動としての魅力も海外に、働き
手としての魅力も海外にという形で、日本国内の空
洞化が一層進んでしまう。少子化ともあいまって、
国レベルで日本の過疎化が懸念される。
　願わくは、出稼ぎニッポン人が、グローバル人材
に育って日本に帰国し、開かれた日本を築く旗頭と
してたくましく活躍してくれることを期待しつつ、
最近の流れを見守っていたい。
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　ふっくらと香ばしく焼きあがった

サブレ生地。濃厚なバターの風味が

口に広がる。北海道のとある牧場産

のバター100％の味だ。中には、しっ

とりとしたホワイトチョコ・ガナッ

シュ。なんともやさしい雰囲気が漂

うお菓子である。「お菓子に対する思

いをまとめることが大切」と話す栗

原社長。「やわらか」に込めた思いとは、「お母さんの心の温かさ」だそうだ。

　洋菓子の材料を使いつつ、和菓子屋ならではのこだわりが、自家製きな粉の使

い方だ。バターの邪魔をせずに甘味をひきだすために、職人が何度も何度も煎り

方を工夫して、低温でじっくり長い時間をかける浅煎りに落ち着いた。

　お菓子作りの探求には余念がない。今もなお日々新たな試作品を作っては、社

長以下従業員総出で試食して、意見を交わしている。その根底には、「たくさんの

方に喜んでもらいたい」、「人と人の心をつなげ、その時間を豊かにするお手伝い

をしたい」との願いがある。

　昨年700万枚以上も購入され、いまや梅林堂の代表銘菓となった。いやむしろ、

宿場町・熊谷から生まれた、埼玉を代表する一品と言っても過言ではなさそうだ。

■ 株式会社 梅林堂
　1864 年（元治元年）　初代・久兵衛が和菓子製造販売業として、 　　　 
　　　　　  熊谷市石原（熊谷市本石町）で梅林堂を創業
　1952 年　株式会社梅林堂設立
　2015 年　熊谷市佐谷田の地に本社工場を新設
    店舗数  37 店舗（埼玉 31，群馬 2，東京 4）
　代表取締役社長　栗原良太　
　本社　〒 360 - 0023 熊谷市佐谷田 1000-1
　TEL　 0120 - 889 - 449
　HP　   https://www.bairindo.co.jp/
　（武蔵野銀行　熊谷支店取引先）
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